
うつくしま子ども
夢 プ ラ ン
(後期行動計画)

概 要
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計画の理念、目標及び基本方針

背 景
・ かつては、子育ては大家族や集落、地域全体で行われてきた。
・ しかし、現在の社会においては、核家族化の進行、地域社会にお
ける人間関係の希薄化により子育てが孤立化しており、子育てに伴
う不安や負担が増大している。
・ また、女性の社会進出が進み、子育てと仕事との両立、男性の子
育てへの参画が望まれている。
・ このように、現在の社会は、子育てしにくい社会になっており、
少子化も急速に進行している。

・ 子どもは社会の宝であり、子どもが大切にされ、健やかに成長す
ることは社会全体の願いである。

そのためには、福島県総合計画「いきいき ふくしま創造プラン」
で掲げた基本目標「人がほほえみ、地域が輝く”ほっとする、ふくし
ま”」を実現するため、社会全体で子育ち・子育てを支援していく体制
づくり」を進めることが重要であり、県民をあげて“子育て支援を進
める県民運動”の展開を図る必要がある。

計画の理念

社 会 全 体 で の 子 育 ち ・ 子 育 て の 支 援

計画の目標

安心して子どもを産み、 子どもが大切にされ、
育てることができる社会 いきいきと育つことができる社会

子育て支援を進める県民運動
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健 ・ づ づ め
康 く く の
づ り り 支
く 援
り
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計画の基本方針

１ 親と子のための保健・医療体制の整備と健康づくり
安心して出産できる保健・医療体制及び小児医療体制の整備を進めます。
また、不妊に悩む夫婦のための対策を推進します。
さらに、食育を推進する等、親と子の健康づくりに対する支援を行います。

２ 子育ての支援
社会全体で子育て世帯を支援するため、子育て支援を進める県民運動を一層推進
してまいります。
また、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）等を推進する中で、多様
な働き方に対応した子育て支援サービスの整備が求められています。
このため、安心して子育てができるよう相談・情報提供体制を整備するとともに、
保育サービスを含む多様な子育て支援サービスの整備・充実を図り、子育てに関す
る団体や高齢者等、地域における様々な社会資源による子育ての支援を図ります。
加えて、妊娠から子育て、さらには教育に要する費用への負担感が増大している
ため、経済的負担の軽減を図ります。
さらに、住宅や居住環境、まちづくり等において、子育てしやすい生活環境の整
備を図ります。

３ 子育てと社会参加の両立のための環境づくり
個人の価値観を尊重するのはもちろんですが、男女がともに子育てに関わってい
く社会づくりを進めるとともに、子育てをしながら働き続けることのできる環境づ
くりのため、子育てに配慮した働き方の普及促進や職場における子育て支援の促進
を図ります。
さらに、育児休業制度等の定着と充実を図るとともに、出産や子育てのためにい
ったん退職した人の再就職のための支援を進めます。

４ 子どもの健やかな成長のための環境づくり
子どもが健やかに、また、個性豊かに育つことができる環境づくりのため、学校
及び地域における教育の充実を図り、放課後の児童の健全育成を推進するとともに、
遊びや体験学習に係る環境整備を進めます。
また、子どもの人権に関する啓発等、子育てしやすい環境づくりを進め、子ども
の健全育成を図るとともに、犯罪被害の防止や交通安全等、子どもにとって安全で
安心な地域づくりを進めます。

５ 援助を必要とする子どもや家庭のための支援
障がいのある子どもや家庭において適切な養育を受けることができない子ども、
ひとり親家庭等の援助が必要な子どもや家庭への支援を進めます。
また、児童虐待の防止体制を整備し、関係機関との協力・連携を図りながら、犯
罪やいじめ、虐待等にあった子どもに対する支援等を進めます。

６ 次代の親の育成
次代の親となるべき若者に対し、健康教育を行うとともに、家庭を築き子どもを
産み育てることの意義について教育や啓発を図ります。
また、若者が自立して家庭を持てるようにするため、安定した就業に対する支援
を進めるとともに、若者が互いに交流する機会を促進します。

ⅲ



うつくしま子ども夢プラン（後期行動計画）の施策体系

（基本方針） （基本的施策） （行動計画）

Ⅰ １安心して出産できる保健・医 ①安心して出産できる保健・医
備健親 療体制及び小児医療体制の整 療体制及び小児医療体制の整
と・と 備 備
健医子
康療の ２不妊に悩む夫婦に対する支援 ①不妊に悩む夫婦に対する支援
づ体た
く制め ３親と子の健康づくりに対する ①親と子の心と体の健康づくり
りのの 支援 に対する支援
整保 ②食育の推進

１子育て等に関する相談・情報 ①子育て等に関する相談・情報
提供体制の整備 提供体制の整備

２子育て家庭の経済的負担の軽 ①子育て家庭の経済的負担の軽
減 減

①子育て支援環境づくりに関す
る啓発・調査等
②子育て支援団体等による子育

３地域における支援 て支援活動の充実
Ⅱ ③高齢者による支援
子
育 ①保育施設の整備の促進及び保
て 育の質の向上
の ４子育て支援サービスの充実 ②認可外保育施設への支援
支 ③多様なニーズに対応した子育
援 て支援サービスの推進

①子育てしやすい居住環境の整
５子育てしやすい生活環境の整 備
備 ②安心して子育てができるまち

づくりの推進

１男女共同参画による子育ての ①男女共同参画の推進
推進 ②男性の子育て参画の推進

Ⅲ
の加子 ①仕事と生活の調和（ワーク・
環の育 ２仕事と生活の調和（ワーク・ ライフ・バランス）に配慮し
境両て ライフ・バランス）に配慮し た働き方の普及促進
づ立と た環境の整備 ②育児休業制度等の定着と充実
くの社
りた会 ３出産・子育てのために退職し ①出産・子育てのために退職し
め参 た人に対する就業支援の推進 た人に対する就業支援の推進
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（基本方針） （基本的施策） （行動計画）

①豊かなこころの育成
②健やかな体の育成

１学校教育の充実 ③確かな学力の育成
④学校の教育環境の整備

Ⅳ ⑤幼児教育の充実
子
ど ①家庭教育への支援と地域と連
も 携した教育の推進
の ②子どもや青少年が健やかに育
健 つことができる環境づくりの
や ２地域における教育等の充実 推進
か ③遊びの環境の整備
な ④体験学習の推進
成 ⑤問題を抱える子どもに対する
長 支援体制の整備
の
た ３放課後児童の健全育成の推進 ①放課後児童の健全育成の推進
め
の ４子どもの権利や意見が大切に ①子どもの人権に関する啓発
環 される環境づくりの推進 ②子どもの声を尊重した子育ち
境 環境づくりの推進
づ
く ①子どもを犯罪等の被害から守
り ５子どもにとって安全で安心な るための活動の推進

地域づくりの推進 ②子どもの交通安全を確保する
ための活動の推進

①障がいのある子どもやその保
Ⅴ １障がいのある子どもや家庭に 護者に対する支援
も援 対する支援 ②障がい児に対する保育の充実
や助 と教育的支援
家を
庭必 ２家庭での養育が困難な子ども ①家庭での養育が困難な子ども
の要 に対する支援 に対する支援
たと
めす ３ひとり親家庭に対する支援 ①ひとり親家庭に対する支援
のる
支子 ４児童虐待の防止及び様々な被 ①児童虐待の防止体制の整備
援ど 害にあった子どもに対する支 ②被害にあった子どもに対する

援 支援体制の整備及びその親に
対する対応

１思春期における健康教育の推 ①思春期における健康教育の推
Ⅵ 進 進
の次
育代 ①家庭を築き子どもを産み育て
成の ２家庭を築き子どもを産み育て ることの意義に関する教育・
親 るための環境づくりの推進 啓発の推進

②若年者の就業に対する支援
③若者の交流等への支援
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備考

年

Ⅰ　親と子のための保健・医療体制の整備と健康づくり

周産期死亡率 年 H20 5.3 3.7 以下 目標値は24年。

乳児死亡率 年 H20 2.7 2.0 以下 目標値は24年。

小児救急電話相談事業相談件数 年度 H20 6,429 件 6,960 件

１歳６か月児健診の受診率 年度 H19 94.9 ％ 100 ％

３歳児健診の受診率 年度 H19 93.1 ％ 100 ％

養育支援訪問事業実施市町村率 年度 H21 33.9 ％ 50.8 ％

乳児家庭全戸訪問事業実施市町村率 年 H21 86.4 ％ 100 ％

朝食を食べる児童･生徒の割合 年度 H21 95.4 ％ 96.0 ％以上

学校給食における地場産物活用割合 年度 H20 34.7 ％ 40.0 ％以上

Ⅱ　子育ての支援

年度 H20 152,420 件 155,000 件

年度 H21 165 人 250 人

年度 H20 86,417 人 150,000 人 現在値は単年度の数値。

年度 H20 67 カ所 95 カ所

ファミリー・サポート・センターの設置数（累計） 年度 H20 23 カ所 30 カ所

保育所入所定員数 年度 H21 26,396 人 29,800 人以上

延長保育実施施設数 年度 H20 182 カ所 229 カ所

休日保育実施施設数 年度 H20 7 カ所 18 カ所

一時預かり実施施設数 年度 H20 86 カ所 124 カ所

特定保育実施施設数 年度 H20 14 カ所 18 カ所

病児・病後児保育実施施設数 年度 H20 9 カ所 26 カ所

バリアフリー化施設整備が完了した主要鉄道駅の数（累計） 年度 H20 5 駅 6 駅

乗合バス会社におけるノンステップバスの導入率 年度 H20 2.3 ％ 5.0 ％以上

年度 H20 467 ㎞ 580 ㎞以上

年度 H20 52 棟 57 棟

年度 H20 380 件 500 件以上

年度 H20 - カ所 1,200 カ所以上

Ⅲ　子育てと社会参加の両立のための環境づくり

年度 H20 - 人 4,000 人

市町村における男女共同参画計画の策定率 年度 H20 38.3 ％ 70.0 ％以上

年度 H20 4.7 ％ 10.0 ％

年度 H20 213 社 450 社以上

年度 H20 50.3 ％ 60.0 ％

年度 H20 85.4 ％ 90.0 ％以上

年度 H20 0.6 ％ 5.0 ％以上

年度 H20 14.0 ％ 20.0 ％

Ⅳ　子どもの健やかな成長のための環境づくり

年度 H20 1,746 人 1,300 人以下

年度 H20 100.2 101.0 以上

年度 H20 101.9 102.5 以上

年度 H20 99.8 101.5 以上

年度 H20 99.4 101.0 以上

年度 H21 99.1 102.0 以上

年度 H21 100.6 102.0 以上

年度 H20 24.0 ％ 26.6 ％以上

年度 H20 92.8 ％ 100 ％

年度 H20 82 本 87 本

年度 H20 108 冊 140 冊

一人当たりの都市公園面積 年度 H20 11.85 ㎡/人 12.5 ㎡/人

放課後児童クラブ設置数 年度 H21 322 カ所 362 カ所以上

子育て支援等に関するホームページへのアクセス件数

メールマガジン「ふくしまエンゼルサポート」登録者数(累計)

子育て支援を進める県民運動関連事業参加者数(累計)

指　　標　　の　　内　　容
目標値(平成26年度)

[E]

現在値

[C]

年次有給休暇の取得率

全国学力･学習状況調査の全国平均正答率との比較割合(小学校)

大学等進学希望者に占める国公立大学の合格者の割合

有益な映画、書籍等の推奨数（累計）

不登校の件数

出産、育児等を理由とした退職者の再雇用特別措置を設けている企業の割合

ⅵ

おもいやり駐車場協力施設数（累計）

地域子育て支援拠点(センター型･ひろば型･児童館型)施設数(累計)

「やさしさマーク」を取得した既存県有建築物数（累計）

ポジティブ・アクションの措置がある企業の割合

男女共生センターにおける男女共同参画に関する講座の受講者数（累計）

「やさしさマーク」交付数（累計）

すべての人が安心して通れるように配慮して整備された歩道の延長

        う つ く し ま 子 ど も 夢 プ ラ ン ( 後 期 行 動 計 画 ) 「施 策 に 関 す る 指 標」 一 覧

福島県次世代育成支援企業認証数(累計)

全国体力・運動能力、運動習慣等調査における新体力テストの全国平均との比較割合
(中学校2年生女子)

公立幼稚園における小学校との連携活動実施率

全国学力･学習状況調査の全国平均正答率との比較割合(中学校)

全国体力・運動能力、運動習慣等調査における新体力テストの全国平均との比較割合
(小学校5年生男子)
全国体力・運動能力、運動習慣等調査における新体力テストの全国平均との比較割合
(小学校5年生女子)
全国体力・運動能力、運動習慣等調査における新体力テストの全国平均との比較割合
(中学校2年生男子)

育児休業取得率（女性）

育児休業取得率（男性）



備考

年

Ⅴ　援助を必要とする子どもや家庭のための支援

個別の教育支援計画の作成率 年度 H21 55.2 ％ 100 ％

児童虐待防止ネットワークを設置している市町村の率 年度 H20 86.4 ％ 100 ％

Ⅵ　次代の親の育成

「性に関する教育」の手引活用率 年度 H21 84.4 ％ 100 ％

薬物乱用防止教室受講者(保健所職員講師分)数 年度 H19 28,469 人 31,000 人

県立高校生の就職決定率 年度 H20 97.3 ％ 100 ％

参考数値

合計特殊出生率 年 H20 1.52 上昇を目指す

保育所入所待機児童数 年度 H21 192 人

いじめの認知件数 年度 H20 299 人 減少を目指す

暴力行為の発生件数 年度 H20 102 人 減少を目指す

子どもの交通事故死傷者数 年 H20 989 人 継続的な減少を目指す

児童虐待相談受付件数 年度 H20 237 件 適切に対応する

１０代の人工妊娠中絶実施率 年度 H20 8.6 ‰ 継続的な減少を目指す

指　　標　　の　　内　　容

ⅶ

        う つ く し ま 子 ど も 夢 プ ラ ン ( 後 期 行 動 計 画 ) 「施 策 に 関 す る 指 標」 一 覧

目標値(平成26年度)

[E]

現在値

[C]


